


要約:より未熟な児を扱う NICU では、MRSA を中心とした院内感染が増加する傾向にあり、

各施設において様々な感染対策が行われてきた。全国主要 NICU10 施設にアンケート調査

を依頼し、その傾向を把握するとともに、その伝播に最も関与すると思われる手洗い方法

について検討した。現在多くの施設で使用されているイソジンは、処置が多く充分な手洗

い時間をとれない NICU の現状では、消毒効果が不十分であることが分かった。現状に即

し、ポイントをおさえた感染対策が必要である。


